ＰＲ映像制作セミナー　報告書
●セミナー概要
１、セミナー名
絵コンテからつくる、「ぐっとくる」ＰＲ映像制作セミナー
２、開催日・時間・会場
2010年6月5日、12日、26日　　すべて土曜日
15：00～16：30
日本財団第2ビル　3階会議室
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３、講師
小林　俊夫（こばやし　としお）
0 　　　　　　　　　1945年生まれ。日大芸術学部卒業。
1 　　　　　　　　　日本テレビ『システィーナ礼拝堂修復記録ミケランジェロ・最後の審判』の構成・　　　　　　　　　　　　　　　　　演出で菊池寛賞、ギャラクシー賞受賞。その他、テレビ東京『美の巨人たち』、TBS『蜷川幸雄・シェークスピア紀行』など多くの作品を演出。CM作品多数。
４、プログラム
6月5日――映像制作とは？／メディアリテラシーについて
6月12日――絵コンテのつくりかた／撮影方法あれこれ
6月26日――映像作品品評会
※それぞれの詳細については議事録参照
●考察
今回のセミナーは、「学生ボランティア団体の、映像におけるＰＲ能力の向上」を目標に開催された。映像作品を場当たり的に制作するのではなく、「目的」と「方法」を理解・決定したうえで撮影に入るという小林さんのお言葉に、学生は感心した様子だった。
●アンケート結果
１、参加団体・人数、アンケート有効枚数
日越学生交流プロジェクト…2名（早稲田大）、ＩＶＵＳＡ町田エリア…2名（国士館大）、Ｃａｆａｉｒｅ…1名（早稲田大）、環境保全型森林ボランティア…1名（早稲田大）、ＶＩＡ－ＪＡＰＡＮ…2名（早稲田大）、ラオス学校教育支援プロジェクト…2名（早稲田大）、環境ロドリゲス…1名（早稲田大）、麻布大学…2名
計13名
アンケート有効枚数8枚
２、満足度
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３、良かった点
・映像に関する技術的な面、そして気持ちの面でどうすればいいかとても役に立つことを教えてもらえて、楽しく、満足して受けることができました。
・映像作品を作る時の本質を学ぶことができた。
・自分で作った映像をみんなで見ることができた。
・映像制作をする上での視点・観点をお伺いすることができ、大変多くのことを勉強させていただきました。
・深いお話が聞けて良かった。
・映像を作るのは全くの初めてだったので、企画・構想の段階から教えていただけて良かった。プロの方の考え・メッセージを聞く機会はないので、貴重な機会をもらえてよかった。熱心に教えて頂けてとても嬉しかったです。
・映像を作る上での心構えを知ることができてよかったです。他のＰＪの映像も出来がよくて、刺激を受けました。
・動画をただ作るのではなく、いろいろな考え方を学べた。テクニックも教えてもらえたのがとてもよかった。
・実際の動画を作る機会を与えられてよかった。
４、改善したほうがいい点
・一番最初に、セミナー側が設けていた内容と、講師の方の内容がはっきりしていればわかりやすかった。
・もう少し撮影手法と編集手法を分けて、体系的に技術を教えていただきたかった。
・映像制作に関して、再生可能なファイル形式を事前に教えていただけると助かります。
・参考になるようなＣＭや映画の演出をセミナーで見たかった。
・実際の編集法、ムービーメーカーの使い方なども教えて頂けると更に役立ったと思う。
・ムービーメーカー等の技術的なことを少し教えていただければよかったと思う。
・もっと長期のセミナーとしてやってもらいたい。３回だけでは物足りない。
５、今後Ｇａｋｕｖｏに求めるセミナー内容
・ＮＰＯ運営手法
・誰でもできる、おもしろいアイスブレーク・ワークショップセミナー
・他大学の団体や、今まで関わったことがなかったようなＮＰＯとの交流
・映像やメディアを利用した宣伝の仕方について
・ドキュメンタリーの制作法など
・他のボランティア団体との交流や、実際のボランティア活動
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